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各 TOEIC-IP総得点層におけるリスニングスコアと
リーディングスコアの平均点の点数差に関する報告

有坂夏菜子*1

A Report on the Score Differences according to the 3 Total-score Groups of TOEIC-IP 

Tests between the Average Scores of the Listening Test and those of the Reading Test 

Kanako ARISAKA

In this paper I first divide the group of total scores of TOEIC-IP tests that students at Oyama Kosen gained from 
2011 to 2014 into three, that is, high score group, middle score group, and low score group. Then, in each score group I
calculate a score difference between the average score of the Listening Test and that of the Reading Test. It is found that 
the score difference of the middle score group is always larger than those of the other two groups, which I claim 
suggests that students who are thought to belong to the middle score class show more and faster improvement in their 
listening skills than in their reading skills.
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１． まえがき

本稿は、平成26年に小山高専英語科教員が作成
した論文「GTEC及びTOEIC-IPの結果に見る、
過去3年間の小山高専生の平均点と受験者数の推
移」に触発され、作成したものである 1)。

これまでTOEIC指導を行ってきて、「TOEICで
高得点を取るためにはReadingの点数を上げなく
てはならない」ということや、「TOEICの点数を
上げるために学生が少し勉強すると、まず

Listeningの点数が上がる」ということには気づい
ていた。しかし、それはしっかりとした数値上の

裏付けがあるものではなかった。今回、小山高専

で平成23年度から平成26年度までに実施された
TOEICの「団体特別受験制度（以下 IPテスト）」
の試験成績データを使用し、年度ごとにTotalスコ
アを「450点以上」、「450点未満から 300点まで」、
「300点未満」の三層に分け、上記の経験上の認
識が妥当であるかどうかを検証するために調査を

行った。

ここでTOEICについて簡単に説明しておきた
い。TOEICとはTest of English for International 
Communicationの略称で、英語によるコミュニケ
ーション能力を幅広く評価する世界基準のテスト

であり、各自の英語能力のレベルを客観的に数
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8

9小山工業高等専門学校研究紀要
第	 ４９	 号（２０１６）	 ９－０１３



28.11.7　小山高専　紀要 49 号　11

Ꮠで⾲すものである。平成26年度の実績によれࡤ、
高専生は、「බ㛤テスト」で8,690ྡ（平成25年
度は7,674ྡ）が受験しているのにᑐし、IPテス
トでは15,780ྡ（平成25年度は 16,364ྡ）が受
験している 2), 3)。

IPテストには、試験ᮇ᪥、試験ሙᡤが自⏤にỴ
められ、⏦し㎸ࡳは実施団体ᢸ当者がまとめて行

い、受験ᩱがᏳい一᪉、බᘧの認ᐃ᭩（Official Score 
Certificate）は発行されず、受験者ಶேには「スコ
アレ࣏ート」で点数を▱らされるという特ᚩがあ

る。それにᑐしබ㛤テストは、Ỵまったሙでᐃ

ᮇ的に実施され、⏦し㎸ࡳはಶேで行うことにな

っている 4)。

㸰．⤖ᯝண と᳨ド᪉ἲ

「ま࠼がき」でも㏙たように、本稿を作成した

ືᶵは「TOEICで高得点を取るためには、Reading
の点数を上げなくてはならない」ということや、

「TOEIC の点数を上げるために学生が少し勉強
すると、まず Listening の点数が上がる」という、
経験に基づいて得た▱識の検証である。

 その経験的▱識に基づくと、今回の調査の結果

として、以下の a, b点がண される。

(1) a. 英語基♏力がある、または IPテストにᑐす
る準ഛ勉強をᖖにᚰがけているとⴭ者が⪃࠼

る学生のListeningスコアとReadingスコアは
どࡕらともఙびるため、そのスコアᕪは英語

基♏力がそれどない、または準ഛ勉強を

とࢇどしていないとᛮࢃれる学生のListening
とReadingスコアのᕪとྠ⛬度になりやすい。
b. IPテストにᑐする準ഛ勉強を少しはしてい
る、または勉強をしጞめたと⪃࠼られる学生

のሙྜ、Listeningスコアからఙびるഴྥがあ
る。したがってそのような学生のListeningス
コアとReadingスコアのᕪは、英語基♏力が
ある、または IPテストにᑐする準ഛ勉強をᖖ
にᚰがけていると⪃࠼られる学生のスコアᕪ

よりきくなる。またྠᵝに、英語基♏力が

それどない、または準ഛ勉強をとࢇどし

ていないとᛮࢃれる学生のスコアᕪよりき

くなる。

 

(1)を検証するためのデータであるが、小山高専

で平成23年度から平成26年度までに実施された
IPテストの試験成績データを使用した。そしてそ
のデータのうࡕTotalスコアに╔┠し、年度ごとの
Totalスコアを、(i)高得点層「450点以上」、(ii)୰
得点層「450点未満から300点まで」、(iii)ప得点
層「300点未満」に分㢮した。その上でḟのよう
に⪃࠼た㸸

(i) 高得点層にධると⪃࠼られるのは、英語基♏力
がある、または IPテストにᑐする準ഛ勉強をᚰが
けていると⪃࠼られる学生が取る得点である。

(ii) ୰得点層にධると⪃࠼られるのは、 IPテスト
にᑐする準ഛ勉強を少しはしている、または勉強

をしጞめたと⪃࠼られる学生が取る得点である。

(iii) ప得点層にධると⪃࠼られるのは、英語基♏
力がそれどない、または準ഛ勉強をとࢇどし

ていないとᛮࢃれる学生が取る得点である。

そして得点層ごとにListeningスコアとReadingス
コアの平均点をฟしてࡳた。

小山高専における平成23年度から平成 26年度
までの IPテストの実施実績は、以下の㏻りである。
ᕼᮃ者ᑐ㇟の IPテストを年2回、それࡒれ6᭶ᮎ
か7᭶ึ᪪と12᭶୰᪪に実施した。一᪉、成績評
価の一⎔として、IPテストを๓ᮇᐃᮇ試験୰に
「ᛂ用英語㸯」受ㅮ生ᑐ㇟に 1回と、ᚋᮇᐃᮇ試
験୰に「英語₇⩦ϩ」と「ᛂ用英語㸰」の受ㅮ生

ᑐ㇟として1回で、ィ2回行った 1)。

ḟ⠇で本ᰯの IPテストの受験者ே数として♧
す数Ꮠは、データをᶵᲔ的にまとめたものである。

ࡤ࠼、ある一ேの学生が本ᰯで IPテストを三回
受験したሙྜ、三ேが IPテストを受験したとして
⟬ฟしたものである。そしてListeningスコアと
Readingスコア、Totalスコアの平均点として♧す
数Ꮠについても、上記とྠᵝなやり᪉でᶵᲔ的に

⟬ฟした。

まず、(1)のண がṇしいかどうかを検証するた
めに、本稿では๓ᥦとして「英語力はてのᢏ能

（skill）がࣛࣂンスⰋく成り❧ってᵓ成されてい
るはずであり、ᖖにࣛࣂンスⰋくྥ上していくは

ずである。したがってListening力を ᐃするテス
トのスコアとReading力を ᐃするテストのスコ
アのそれࡒれがTotalスコアに༨めるྜは、学生
がどの⛬度の英語力をᣢっているか、または学生

がどのくらい準ഛ勉強をしたかにかかࢃらず、

ての得点層においてࡰ一ᐃとなるものである」

というように⪃࠼た。

ḟ⠇で♧すが、ListeningスコアとReadingスコ
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アの平均点をẚ㍑したሙྜ、ಶே的なࡤらつきは

あるものの、基本的にはどの得点層においても

Listeningスコアの平均点の᪉がReadingスコアの
平均点よりᚲず点数が高くなるという結果がฟて

いる。

 もしඛの๓ᥦとなる⪃࠼᪉がṇしけれࡤ、上記

三つのどの得点層においても、IPテストの
Listeningスコアの平均点とReadingスコアの平均
点との点数ᕪは、それどኚࢃらないはずである。

したがって得点層によってListeningスコアと
Readingスコアの平均点のᕪに㐪いがあれࡤ、学
生の英語基♏力の㐪いによるか、もしくは準ഛ勉

強の㔞の㐪いにより、Listening力を ᐃするテス
トのスコアとReading力を ᐃするテストのスコ
アのそれࡒれがTotalスコアに༨めるྜがኚࢃ
ってくるということになる。このことは、๓ᥦと

なる⪃࠼᪉がṇしくないということになࢁう。

 そしてもし「450点未満から 300点まで」の୰
得点層にධる学生のListeningスコアの平均点と
Readingスコアの平均点の点数ᕪが、「450点以上」
の高得点層と「300点未満」のప得点層にそれࡒ
れධる学生の点数ᕪよりきいなら(1)、ࡤがṇし
いとุ᩿できよう。

ḟ⠇において、平成23年度から平成 26年度ま
での IPテストの試験成績データを、๓㏙のように
年度ごとに三層に分け、それࡒれの得点層におい

て⟬ฟされたListeningスコアの平均点とReading
スコアの平均点のᕪをồめ、そこからㄞࡳ取れる

特ᚩをあげていくことにする。

㸱．ㄪᰝと᳨ド

 本⠇ではまず、平成23年度から平成 26年度ま
での IPテスト受験者数の推移を、「450点以上」
の高得点層と「450点未満から 300点まで」の୰
得点層と「300点未満」のప得点層の三層に分け、
⾲㸯に♧した。

⾲1 各年度の得点層別受験者数の推移

⥲受験者数はῶ少ഴྥにあるが、高得点層とప得

点層のே数はࡰኚࢃらないとい࠼よう。

 ここで各年度における␃学生୪びにࣜࣂン࢞

ル᪥本ே学生受験者の⥲数（ᘏே数）について

触れておくことにする。平成 23年度は8ྡ、平成
24年度は6ྡ、平成25年度は 3ྡ、平成26年度
は6ྡである。
 ḟに、上記各年度 IPテストの得点層別の
Listeningスコアの平均点とReadingスコアの平均
点、さらにそれࡒれの平均点の点数ᕪを一ぴ⾲に

したものを以下に♧す。

⾲2 平成23年度の各得点層のListening、Reading
の平均点と、その点数ᕪ

⾲3 平成24年度の各得点層のListening、Reading
の平均点と、その点数ᕪ

⾲4 平成25年度の各得点層のListening、Reading
の平均点と、その点数ᕪ

⾲5 平成26年度の各得点層のListening、Reading
の平均点と、その点数ᕪ

 そして᭱ᚋに、得点層別のListeningスコアの平
均点とReadingスコアの平均点の点数ᕪを、年度

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

～450 40 43 46 39

449～300 238 182 115 149

299～ 66 63 66 75

計 344 288 227 263

H23年度 Listening Reading L-R

～450 327.8 273.5 54.3

449～300 218 145.6 72.4

299～ 160.8 98.5 62.3

H24年度 Listening Reading L-R

～450 316.3 252 64.3

449～300 220.8 141.2 79.6

299～ 158 103.1 54.9

H25年度 Listening Reading L-R

～450 311.5 249.2 62.3

449～300 222.6 136.5 86.1

299～ 157.4 103 54.4

H26年度 Listening Reading L-R

～450 334.6 247.6 87

449～300 226.5 133.8 92.7

299～ 160.6 101.5 59.1
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ごとにまとめたのが⾲6である。

⾲6 上記各年度の各得点層別Listening、Reading
の平均点の点数ᕪ

⾲6を見て分かるように、平成23年度から平成
26年度までのての年度において、「450点未満か
ら300点まで」の୰得点層にධる学生のListening
スコアの平均点とReadingスコアの平均点のᕪが
一␒きくなっている。一᪉で、高得点層とప得

点層のListeningスコアの平均点とReadingスコア
の平均点のᕪはࡰኚࢃらないとい࠼るであࢁう。

 したがって2⠇で㏙た、本稿で๓ᥦとしてい
る⪃࠼᪉、つまり「英語力はてのᢏ能がࣛࣂン

スⰋく成り❧ってᵓ成されているはずであり、ᖖ

にࣛࣂンスⰋくྥ上していくはずである。したが

ってListening力を ᐃするテストのスコアと
Reading力を ᐃするテストのスコアのそれࡒれ
がTotalスコアに༨めるྜは、学生がどの⛬度の
英語力をᣢっているか、または学生がどのくらい

準ഛ勉強をしたかにかかࢃらず、どの得点層でも

᪉はṇしくなく、(1)࠼⪄一ᐃとなる」というࡰ
のண がṇしいことが♧されたとい࠼るࢁࡔう。

(1) a. 英語基♏力がある、または IPテストにᑐす
る準ഛ勉強をᖖにᚰがけているとⴭ者が⪃࠼

る学生のListeningスコアとReadingスコアは
どࡕらともఙびるため、そのスコアᕪは英語基

♏力がそれどない、または準ഛ勉強をとࢇ

どしていないとᛮࢃれる学生のListeningと
Readingスコアのᕪとྠ⛬度になりやすい。
b. IPテストにᑐする準ഛ勉強を少しはしてい
る、または勉強をしጞめたと⪃࠼られる学生の

ሙྜ、Listeningスコアからఙびるഴྥがある。
したがってそのような学生のListeningスコア
とReadingスコアのᕪは、英語基♏力がある、
または IPテストにᑐする準ഛ勉強をᖖにᚰが
けていると⪃࠼られる学生のスコアᕪより

きくなる。またྠᵝに、英語基♏力がそれど

ない、または準ഛ勉強をとࢇどしていないと

ᛮࢃれる学生のスコアᕪよりきくなる。

㸲．⪃ᐹ

 では、な(1)ࡐのようなことが㉳こるのであࢁう
か。一␒の⌮⏤は、学生たࡕの勉強ἲにあるので

はないࢁࡔうか。「IPテストにᑐする準ഛ勉強を
少しはしている、または勉強をしጞめたと⪃࠼ら

れる学生」がまず行うことが英単語や成ྃの学⩦

やᬯ記であることはᐜ᫆にணされる。「とりあ࠼

ず単語さ࠼ぬ࠼ておけࡤ」というのは、ఱからᡭ

をつけてよいのか分からない英語学⩦者がよくཱྀ

にするゝⴥである。

 英語を⪥にしたとき、特にືモとྡモに当たる

単語がᾋき上がって⪺こ࠼るとឤࡌる᪥本ேがከ

いのではないかとᛮࢃれる。その⌮⏤の一つとし

てᣲげられるのは、英語の文❶をㄞࡴときには、

㡢の高పをつけるࡔけでなく、文୰のືモとྡモ

に強ໃを⨨いてㄞࡴᚲせがあるからであࢁう。そ

して特別なሙྜを㝖いて、๓⨨モやෙモは強くㄞ

まれない。

 当↛のことではあるが、ᕷ㈍の単語ᖒではືモ

とྡモにከくの⣬㠃がかれている。したがって

ぬ࠼た英単語や成ྃの㔞がቑ࠼れࡤ、Listeningに
おいてはືモとྡモが強くㄞまれるため、ヰされ

ているෆᐜをணしやすくなる。つまり語㡰など

をṇしくᢕᥱしていなくても、⪺こ࠼た単語、୰

でも特にືモとྡモや成ྃのពが分かれࡤ、ṇ

☜ではないかもしれないが、どのようなෆᐜなの

かについてはᐜ᫆にീがつく。

 しかし、一般的に๓⨨モが強くㄞまれることは

ないため、ヰ文や㛗文のListeningの㝿、特に๓
⨨モや᥋⥆モがከく使ࢃれているときなどは、ෆ

ᐜᢕᥱが㞴しくなるሙྜもฟてくる。ࡤ࠼ ‘I 
will introduce to you Mr. John Brown（「⚾はあなたに、
ョンࢪ ❶を⤂します」）’という文ࢇンさ࢘ࣛࣈ
と、‘I will introduce you toMr. John Brown（「⚾はあ
なたを、ࢪョン ’（「䛻⤂しますࢇンさ࢘ࣛࣈ
という文❶では、๓⨨モ toの⨨によってෆᐜが
␗なってくる。

 そしてReadingၥ㢟では、特にᚋ༙のၥ㢟にお
いて、๓⨨モをྵめ᥋⥆モや㛵ಀモ、that、ၥモ
などがከ用された㛗文をㄞࢇで、ෆᐜを⌮ゎして

いるかをၥうၥ㢟がฟ㢟されている。したがって

ືモとྡモをある⛬度ぬ࠼たࡔけでは、文❶体

のෆᐜをᢕᥱするのが㞴しいሙྜがከくなること

はいうまでもない。 

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

～450 54.3 64.3 62.3 87

449～300 72.4 79.6 86.1 92.7

299～ 62.3 54.9 54.4 59.1
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 またReadingၥ㢟の๓༙では、単語の使い分け
などがၥࢃれることがある。ࡤ࠼ ‘Nancy sang 
(   ).’ の (   ) ෆにධる㐺ษな語を、‘EeDuty � 
beautifully / beautify / beautiful（「⨾しさ㸭⨾しく㸭
⨾しくする㸭⨾しい」）’ の㑅ᢥ⫥から㑅ࡪといっ
たၥ㢟である。これは、自↛な⾲⌧をするために、

ある文⬦でᚲせとされる㐺ษな語ྃを㑅ᢥできる

かどうかをၥうၥ㢟である。英語をẕᅜ語とする

ヰ者ならࡤ㞴なくṇ⟅を㑅るこのようなၥ㢟に

ṇゎできることは、すなࡕࢃ自↛な⾲⌧ができる

ことを♧ࡏることに⧅がる。

「IPテストにᑐする準ഛ勉強を少しはしている、
または勉強をしጞめたと⪃࠼られる学生」の୰で、

このように「ရモ」や「ྠࡌ᪥本語ヂをᣢってい

る語ྃのពや用ἲの㐪い」にὀពをᡶうవ⿱の

ある者はそうከくないのではないࢁࡔうか。

これにᑐし「英語基♏力がある、または IPテス
トにᑐする準ഛ勉強をᚰがけていると⪃࠼られる

学生」は、勉強を㐍める୰で、ືモとྡモࡔけで

なく、のရモの単語にᑐしてもព識的または↓

ព識のうࡕにὀពをᡶいながら⌮ゎを῝めている

と⪃࠼られる。

そしてその᪥本語ヂをぬ࠼るのはもࢇࢁࡕのこ

と、「ရモ」や「ྠࡌ᪥本語ヂをᣢつ語ྃのពや

用ἲの㐪い」などにもᑐᛂできるようになると⪃

、けでなくࡔられる。したがってListeningၥ㢟࠼
Readingၥ㢟でもある⛬度の点数を取れるように
なるということはᐜ᫆にീできる。

㸳．おࡾࢃに

本稿では、小山高専で平成 23年度から平成26
年度までに実施された IPテストの試験成績デー
タを使用し、年度ごとにTotalスコアを「450点以
上」、「450点未満から300点まで」、「300点未満」
の三層に分けた。

その上で、「450点以上」の点数を取れると⪃࠼
られる学生、つまり英語基♏力がある、または IP
テストにᑐする準ഛ勉強をᖖにᚰがけているとᛮ

れる学生のListeningスコアとReadingスコアのࢃ
平均点の点数ᕪは、「300点未満」の点数を取ると
ணされる学生、つまり英語基♏力がそれどな

い、または準ഛ勉強をとࢇどしていないとᛮࢃ

れる学生の点数ᕪとྠࡌ⛬度となることが明らか

になった。そして「450点未満から 300点まで」

の点数を取っている学生、つまり IPテストにᑐす
る準ഛ勉強を少しはしている、またはテスト勉強

をしጞめたと⪃࠼られる学生のሙྜのListeningス
コアとReadingスコアの平均点のᕪは、「450点以
上」や「300点未満」の得点を取っている学生た
。の点数ᕪよりきいことが明らかになったࡕ

ཧ⪃ᩥ⊩࣭ཧ⪃㈨ᩱ
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